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※図中 は記事の位置を示しています。
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三重県県土整備部河川課 

三重県防災対策部災害対策課 

 
                          

 
三重県は、SNS や AI 技術を活用した災害時の避

難行動の促進に取り組んでおり、令和元年９月に国

や伊勢市、民間の企業・研究機関と連携して実証訓

練（高齢者等の避難支援 LINE を活用した逃げなき

ゃコール）を行いました。 
実証訓練では、住民や水防団の協力のもと、コミ

ュニケーションアプリの LINE でチャットボット

（AI を活用した自動会話プログラム）を活用し、画

面でのやりとりに従い、浸水状況などの情報を入力

し、地図上に映し出すことで、災害対応に必要とな

る被害箇所の把握や避難を呼び掛けました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

①LINE 版防災チャットボット「SOCDA」を活用 

した防災情報の提供                 

 河川情報、避難情報等の警戒情報を LINE 版防

災チャットボット「SOCDA」※を通じて住民等に発

信しました。その情報を家族の一員もしくは、全員

が取得しました。 

※ SOCDA（ソクダ）は対話型災害情報流通基盤による自動対

話システム（防災チャットボット）が動作する実証実験用 LINE 

公式アカウント。国民一人ひとりの避難と災害対応機関の意思

決定を支援することを目的に、現在研究開発中です。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

１．はじめに   

図-1  高齢者等の避難支援（LINE を活用した逃げなきゃコール）イメージ図 

２．実証訓練（高齢者等の避難支援 LINE を活用

した逃げなきゃコール） 

Clova 

Clova 
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②LINE 等を活用した家族の避難呼びかけ     

 LINE 版防災チャットボット「SOCDA」から通

知された警戒情報を家族グループトークで共有し、 

離れた家族に避難の呼びかけを行いました。また、

スマートフォンの操作が苦手な高齢者等に対して

は、電話による避難の呼びかけを行いました。 
 

③AI アシスタント Clova（クローバ）を活用した

高齢者等の避難支援               

スマートフォンの操作が苦手な高齢者等に対し

ては、家族からの LINE の情報や避難の呼びかけを

AI アシスタント Clova による音声情報により支援

しました。また、高齢者等が自ら避難行動するため

の防災情報や避難に関する情報をAI アシスタント

Clova を活用して入手しました。 
 

④LINE 等を活用した被害情報の収集・共有    

住民から LINE 版防災チャットボット「SOCDA」

を通じて被害情報を収集し、分類して地図にマッピ

ングしました。その情報を WEB 上で行政や住民が

共有しました。 

 

図-2  SNS を活用した防災マッピング画面 

 
写真-1  LINE 等を活用した被害情報の収集・共有 
 
 
 
 実証訓練を通して、SNS を活用した家族の避難呼

びかけや被害情報の収集・共有は、住民の自らの避

難行動や円滑な水防活動に有効であることが確認

できました。また、高齢者からの問いかけに AI ア
シスタント Clova が避難場所を音声で回答したり、

家族から高齢者に「逃げてね」と直接連絡するなど、

高齢者の適切な避難行動の一助になることも確認

できました。 
訓練後のアンケートでは、約７割の行政関係者が

「水害時の的確な行動や早期判断が可能になる」と

回答し、約８割の訓練参加者が「LINE からの防災

情報や河川情報が、避難行動の検討につながった」

と回答するなど、今後の SNS を活用した防災への

取り組みに対して大きな期待が寄せられています。 

 

写真-2  AI アシスタント Clova（クローバ）搭載

スマートスピーカー 

３．おわりに   



大阪府における「逃げる」施策の取組みについて 

大阪府都市整備部河川室河川整備課 

伊丹 一利 

1．はじめに 

 大阪府は、淀川、大和川の河口部に位置し、三方を山に

囲まれた地形的な特性により、過去から幾度となく水害や

土砂災害を受け、近年では、多発する集中豪雨などにより、

都市型水害や土砂災害の危険性が高まっています。 

 このため、大阪府では、「人命を守ることを最優先とす

る」基本理念のもと、洪水・土砂災害リスクを府民と共有

するとともに、「逃げる」「凌ぐ」「防ぐ」各施策を効率的・

効果的に組み合わせるトータルマネジメントにより治水・

土砂対策を進めています。今回は、その内の「逃げる」施

策の取組みについて紹介します。 

 

2．「逃げる」施策について 

「逃げる」施策では、洪水氾濫や土砂災害の発生に備え府民の皆さんが躊躇なく自ら避難行動

をとれるように、危機管理型水位計をはじめ、河川カメラなどによる河川防災情報の充実を図り、

想定最大規模降雨の洪水浸水想定区域図(洪水リスク表示図)の作成・公表や、防災関係機関(国市

町村等)が同じ時間軸で取るべき防災行動を整理したタイムラインによる防災を広げています。 

1)河川防災情報の提供 

 ホームページで雨量、水位など観測情報や、ダム、調節池等の河川施設の貯留状況をリアルタ

イムに提供しています(図-1)。また、氾濫危険情報や土砂災害警戒情報など市町村長が避難勧告

等を発令する目安となる情報発表時には、府から市町村長に直接連絡するホットラインを構築し

運用しています。 

 また、これまでに水害が発生しやすく人命への影響が想定される箇所に河川カメラを 60か所設

置し、府民自らが適切に避難を行えるよう「目で見える情報」として、ホームページで画像を提供

しています(図-2)。 

図-1 「河川防災情報」ホームページ画面 図-2 「大阪府河川カメラ」のホームページ画面 

平成 24 年 8月 寝屋川市の浸水状況 
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